
向を、彼等は時に応じてみせたのであるが、その動向は強固に休止していた。たとえ動いたと

して ﾗ鱗ρ轡？た．タ・そ濾ちよ幽幽のある都アラピ薦の聯こペノレシ

や幽晦つ嚇せ屯うt，する御心ぎもの脚た・幽晦アラビア綿縮の応命り

宗教め上葉であり、学問の言葉であった。Mawξぼはアラビア語を学び、そしてそれは自国

語の如くに洗練されたものであった。」と、

　私は、こ4）回章をもって、この資料紹介を終ろうと思う。　　（9月ユ6日）

ペルシヤ美術展から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉　　田　光　　邦

　真夏のテλラソの博物館はいつもひっそりとして、黄色のカーテンが印象的であった。明る

い緯くばかりの光がい？健いに室にあふtしている蘇かで、私は幾日も先典時代にはじまる豊富

な蒐集を見歩いていた。金ボタンの制服の守衛達も、外観はいかめしいけれども、たえす異邦

の者比も笑いかけ、写真をとったりノートをとったりしていても、う．るさく干渉することもな

かったし、折々には見物に来ている人たちが私につきまとうのを、たしなめてくれたりもした。

貸本では全く見られない大きな窓から、豊窟に明るく流れいる自然光が、すべての陳列品を微

細嫡でキらせて喚のである・そして時に贈されて完備した図翻でいろいろの謝

・くりひろげてみたりもしたのであった。

　そうした妊るいペルシヤの太陽のもとでみた忘れ得ぬ美しさを示す品々に、ζの慶再びめぐ

りあ・うた除その印象の余りに異るのK私は驚かなければならなかった。・ああした一例から

光を当てたりスボツトで浮び上らせたりする展観は、断じて中近東の乾燥地帯に生れた美を観

る態慶でぼあるまいe陽光の下で生れたもりは陽光に帰してやれ。湿つぼい闘接光の中では、

あの透明な青緑色や黄色もその輝きを失っているのである。金ρ輝き、銀の輝き」それらはす

べてあの降りそそぐまばゆい陽光のもとで、はじめてその豪華な美しさを示ずのだ。グルガン

出土の大きな水差（鼠録281）は、たしかテヘランでは二階の中央、東西の窓から明る・い光

の入る中で、四方ガラスのケr’スの中央に堂々と躍かれていtg。そしてラスターの強い光沢が

強烈飾象を与えるものであった拷μここでは詠い御隅に押しこめらiLsぼんやりした

光がおすかに交様を浮ばせているにすぎす、わびしいばかりであったb、

こう‘ ｵた潮は日本のデ寧ナーのさカ・しらであろうか・ルーズ・レ展で示された展論式の

無皮翫模倣で紡うか．しかしあれを堪頭は柱頭に、家期糊の雌に、．．tすべてが本勅・
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や噴雌に置力瞬のであった・スポ・トなどは仮想の野物内部へさしいる光の方向か

．味Pみ用いられるという、正しさカ・あった謙がこのぺ・・シや臨そうした意味もない．）5

閉る・ただ時人筋の茶勤な光と空間て・物を齢うとする澱であるとし姻えぬの

であるρそれ故に写輿で示されているペルセポリスの柱頭像などのも、っ自大な量感と力強さと、

陶舞などに見うれる印毎とがつながらなかったと語る人のあるのも無理ないことである。こル

な展観の形式ひζっにも、案外私どものもつでいる判断の立場汰客観的なつもりでいて実は

相当に色濃く、日本的な立場に染められているという事が出てしまうようだ。例えばペノYシヤ

「陶器。日本では陶器好きg）人はなかなか多い。．私の知人にもかなりある。その人々が行？てき

た感想を聞くと、ほとんど異口同音tc，　’t・中国の陶器の影響がすい分ありますねtという。　t’で

畔れがやですか〃というと灯し’答につまってしまう礎ある・ペルシヤ㈱ミ噸鰯

に三四二とい鰭醜殆旧説のようである・成勧くの噛陶郡ぺ・レシ燦もたら

、されたし、これを珍醐’る人も多かった・それ敵献もあるし実物もある・だからと・・6てそ

れだけでは影響とはいえないはすである。　一t

影響説は普逓は交様の類似で諦・れてし・る・retz或は動倣様の類似・しがしそれも斜

に素朴ではないか。類似のあることから直ちに影響を帰結することはすこし車純すぎる。あの

愛すべき姿態をもつた騎馬ノ、物を用いた田町文康。そ5したものを創りあげた系列については

黙したままで、単なる植物交様などの類似から影響を結論するのは早計であろう。乾燥下帯だ

つてオアシスにはさまさまの花が咲き乱れているのである。

　それにイスラムはキリスト数以上に厳格な駅従の宗教である。キリスト教では美術は信仰を

高め、宗教の本質を表現する役昌を負うたvしがしイスラ！、では美もまた絶対的な服従の手段

であった詞スラム世聚）〈々の生活は、今臼でもなお二野辮槻締）上賊立していZl）　“・

生活の思想は即イスラムである。すべてのものはそのなかで生れたのである。すべてのものは

そうした律法の中でのみ形成され生存を許されだのである。

　私どもはそうした厳酷な宗教体験を未だもったごとのない丁丁の上に生れてき一1いる。すべ

てのものに影響さ叔すべてのものと調和して生きてきたのである。だからいろんなものを藪

り入れることはごく普通のことである。それで影響はいつも受身のものと’して考えられている。

西欧の入々のいう影響は能勲的な意味を強調する。すこし・・…ナンスが違うようである。こん

な点にも私・柳ら蜘らすの殉・身につ眈躰調帯働・・ているよ．うである9、

k’から判社雛界嘩徹恥るのと蹴態恥この孫ラム嫡切ものも考えてみ

礁臥イスラ納獅の騰φ系列を明力織てみる澱・㍉一町鞠・は必要で凹い
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・蝿・も嘩郷蝉・鱒されだ・ち・いうて図ス・・も礁であ・は一｝Pt・い揃提

を保証するものは何もないのである6そんな気持で眺めていると、またいろんな特質が考えら

れて、なかなか興味深いのである。一二）先史土器においての山羊と幾何学的皮様の共存の二

幅恥反映したものであろうか・そうして動倣聯一歌謡㈱でリアル二二をもつ

てし1て、怪獣的な表現の少いことも注意されよ5。もちろんペルシヤには例pグリフインがあ

るけれども、それとても各種の動物の特徴を寄せ集めて構成したも4）にすぎす、はっきりとそ

れぞれの部分が指摘できるのであって、そんなに空想的なものではないのである。

　それから陶器にあって、普通に自然粕といわれる体のものが全くないことを注意したい。そ

して霞録ユ50の青柚力羊三訂は前8世紀という出土年代を信ずるならば、最古の入工紬であ

る。しかしこの壼は文様や青粕からみて、もっと新しく前3～4世紀というべきであろう。自

然紬のないことは勲）構造に由来するのである。即ち円筒二二の吹きぬけの窯が用いられてい

たためである。中国でも股から西周まではこれと同様の窯で焼いていたのであった。日本の弥

生もそうである。自然粕は斜燈か閉された窯ではじめて生れるのである。

　ルリスタン鰯器に鉄との併用品があることは、鉄の利用法についての一暗示となろう。また’

精細な青銅器の細工物のあるものは、山型鋳物としか考えられぬ体のものがある。蜜繊の利用

から考えれば、それは当然のことといえるかもしれぬ。

　青年クセルクセスの像はラピスラズリのねりものとして、人々の眼をあつめていた。これは

うピズラズリを粉末として膠結させたものであるが、膠結剤に何を用いたか一恐らくゴムとか

樹脂のたぐいであろう。そしてこれは察するところ型押成型であり、多数が造られたものであ

ろう。それは二二の象徴として彼の臣下に擾けられたものではあるまいか。ラピズラズリとい

うのもまだはっきりしていない鉱物である。しかし、申近東で採掘されていたものは珪酸塩と

ナトリ9’ ?の硫化物、硫酸塩から成るものといわれている。その色調は今日ではウルトラマリ

ンと呼ばれるものであるが1その成分の小差によって緑←→青と変化するのである。一方ラジ

t一リ、アジ・一ライ國 gと呼ばれる龍鉱物がある。これは炭酸銅でkやはり成分の差によってい

わゆるマラヤィトグリニソから青にまで変りうるのである。この二つは色調は酷似し、しかも一

ともに紛末としで顔料に用いられるために、よく混同されて用いられているのである。

　だから外観からでは区別しにくい。しかしウルトラマリンは硫黄を含むという特色がある。

それで銅などと混用すると硫化物となつで黒化するわけである。それゆえ硫化物を作るような

金属とは併用することができない。またアルカリに対する抵抗力の強いのも特徴とみられよう。

　そのほかに金工の問題アストロラーベで象徴される星占術、・縁ル等に画かれた三宅絵、
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　　　　　　モも

木象眼の問題などいろいろ考究すべき ものが多い．パネルや小箱に塗られた油先りのする塗斜は、

泓ども．のもち帰った同種のものをスペクトル分析で．調べることによって、鉛を奮有するいわゆる

密陀油風のものであるciとがたしかめられたa例の．正倉院の竜のと団じ手法とみられるわけであ

る．

こうして考えてゆく時・まだ知ら．れぬものが何と垂いことであろうPガラスもそのひとつであ

る．中近東のガラスはソーダ糸であるけれども・まだいろんな金属塩が同工≒，に混・ぜられているよ

うである．しかt．それもはっきりせず・蒔代的な先後も十分に判らない、イスラム世界κ残され

た品題は．，まだ無勲といってよいのであろう、

　　　　醸噸S要U偲§脚騨E塾肛N郷倒鵬皿斑磁SPCN5E
　　　　　　　響ρ．多0孕。野畑；0翠0剛958・’幽『「ガ’1撫「’”：義教

　　　　This　is　the　Ratanbai　Katrcak一　Lectures　delivered　in　1956，

which　howeサer　is　supplemen七ed　in七he　Pos七scrip一ヒ　wi七h　several
irnp　o　r七an’t　resu＝L七s　publishξd　七hereaf七er　up　’も。　Sep七ember　l957・．

Besidess　’．Luhe　”Lectures”　have　recently　sen’t　to　world　various
works　．likewise　b　rill　iaia’b，　such　as　E。　Belユザeni＄七e’s　［［lze　Persian
Re　l　igio　n　a　c　c　o　rding　’t　o　the　chgg．Lli－gt｝1：grepte－kL－1！gt2EI！sxt　s？　1929s　H　o　W．．
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1943．and　W。　B．　HenningS　s．Zoroas七er，　Poli七i～liarL　oL、畢生些h”do≦浮野え

IL94　9　e
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